
２ 主体的・対話的で深い学びの視点からの
授業改善〔小学校理科〕

□ 主として「知識」に関する問題で全国と同じです。
□ 領域別では、「生命」で全国とほぼ同様であり、評価の観点別では、「観察・実験の技能」で
全国を上回っています。
□ 問題形式別では、「短答式」で全国を上回っていますが、「記述式」で全国を大きく下回って
います。
□ 児童質問紙調査では、「理科の授業では、自分の予想をもとに観察や実験の計画を立てている」
と回答した児童の割合が、全国を上回っています。一方、「理科の授業で学習したことを普段の
生活の中で活用できないか考えている」と回答した児童の割合が、全国を大きく下回っています。

〔分析〕

○ 理科の基礎的な知識・技能が概ね定着しています。
● 観察・実験の結果を整理し分析して考察した内容を記述することに課題が見られます。
● 予想が確かめられた場合に得られる結果を見通して実験を構想したり、実験結果を基により妥
当な考えに改善し、その内容を記述したりすることに課題が見られます。

〔成果と課題〕

〔改善の方向性〕

◆の改善の方向性に関する事例を紹介しています。 P16〜P17

課題の解決に向けて、例えば次のような指導を充実させることが大切です。

【物質】
◇ 実験結果を基に分析し、問題に正対したまとめに改善できるようにする指導
（例）・実験結果を整理して結論をまとめる際に、結果を事実として的確に捉え、事実から解釈

したことを「実験の結果からいえること」として言及する活動
【エネルギー】
◇ 実験結果の見通しを伴った解決の方向性を構想できるようにする指導
（例）・これまでの学習内容や生活経験と関係付けて根拠のある予想や仮説を発想し、図など

で表現するなどして話し合う活動
◇ 実験結果を基にして、より妥当な考えに改善できるようにする指導
（例）・予想したことや予想が確かめられた場合に得られる結果の見通しを話し合う活動

【生命】
◇ 学習を通して獲得した知識を実際の自然や日常生活に適用できるようにする指導
（例）・人がどのように体を動かしているのかを表現する手段として、実際に腕が曲がる仕組

みを筋肉の様子と関係付けて考え、身近なものを使った模型を用いて説明する活動
【地球】
◆ 実験結果を基に分析して考察し、その内容を記述できるようにする指導
（例）・観察、実験結果を基に分析して考察し、その内容を記述する際には、自分の予想にと

らわれずに事実と解釈の両方を表現する活動
◇ 複数の情報を関係付けながら多面的に分析して考察できるようにする指導
（例）・児童が目的に応じて分担して収集した複数の情報から、どのようなことが言えるのか

を話し合うことを通して得られた要点を整理し、それらを関係付けながら多面的に分
析する活動
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２ 主体的・対話的で深い学びの視点からの
授業改善〔中学校理科〕

□ 主として「知識」に関する問題で、全国を上回っています。
□ 領域別では、「物理的領域」「化学的領域」「生物的領域」で全国を上回っており、評価の観
点別では、「観察・実験の技能」「自然事象についての知識・理解」で全国を上回っています。

□ 問題形式別では、「選択式」「短答式」で全国を上回っています。
□ 生徒質問紙調査では、「理科の授業で、観察や実験の結果をもとに考察している」と回答した
生徒の割合が、全国を上回っています。一方、「理科の授業で、自分の考えや考察をまわりの人
に説明したり発表したりした」生徒の割合が、全国を大きく下回っています。

〔分析〕

○ 理科の基礎的な知識・技能が定着しています。
● 実験や条件制御などにおいて、自分や他者の考えを検討して改善することに課題が見られます。
● 自然の事物・現象に含まれる要因を抽出して整理し、条件を制御して実験を計画することに課
題が見られます。

〔成果と課題〕

〔改善の方向性〕

◆の改善の方向性に関する事例を紹介しています。 P18〜P19

課題の解決に向けて、例えば次のような指導を充実させることが大切です。

【観察・実験を計画すること】
◇ 自然の事物・現象から問題を見いだして課題を設定することができるようにする指導
（例）・教師が課題を提示するだけでなく、自然の事物・現象や身の回りの事象から問題を見い

だし、生徒自らが課題を設定して科学的に探究する活動
◇ 予想や仮説を立て、検証するための観察・実験を計画することができるようにする指導
（例）・はじめに「変化すること(従属変数)」と「原因として考えられる要因」を全て挙げ、そ

れらの妥当性を検討し、次にそれらの要因を「変える条件(独立変数)」と「変えない条
件」に整理して、実験を計画する活動

【分析して解釈すること】
◇ 観察・実験の結果を分析して解釈することができるようにする指導
（例）・観察・実験の結果を予想や仮説と比較したり、今までに習得した知識・技能と関連付け

て考えたりする活動
【検討して改善すること】
◆ 自分の考えをもち、自分や他者の考えを検討して改善することができるようにする指導
（例）・予想や仮説を立てる場面では、はじめに習得した知識・技能や日常生活の経験から、自

分の考えをもち、次に自分の考えを、対話を通して生徒自身が検討して改善する活動
【知識・技能を活用すること】
◇ 日常生活や社会との関連を図り、理科を学ぶことの意義や有用性を実感することがで
きるようにする指導
（例）・理科で学習したことが日常生活や社会と深く関わりをもっていることや、様々な原理や

法則が科学技術を支えていることに気付く活動
◇ 日常生活や社会の特定の場面で、理科で学習した知識・技能を活用することができる
ようにする指導
（例）・はじめに個人で知識・技能を活用して考え、次にグループで互いの考えを

共有する活動
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「平成30年度＜小学校＞全国学力・学習状況調査の結果を踏まえた授業アイディア例」（国立教育政策研究所教育課程研究センター）より

２ 授業改善例〔小学校理科〕
平成30年度全国学力・学習状況調査問題から見られた課題

小学校
理科
２(3)

北海道 全国 差
一度に流す水の量と棒の様子との

関係から、大雨が降って流れる水の
量が増えたときの地面の削られ方を
選び、選んだわけを書く。

正答率 17.4 20.1 -2.7

無解答率 0.9 1.0 -0.1

【出題の趣旨】
より妥当な考えをつくりだ

すために、実験結果を基に分
析して考察し、その内容を記
述できる。
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「平成30年度＜小学校＞全国学力・学習状況調査の結果を踏まえた授業アイディア例」（国立教育政策研究所教育課程研究センター）より
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２ 授業改善例〔中学校理科〕
平成30年度全国学力・学習状況調査問題から見られた課題

中学校
理科
３(3)

北海道 全国 差

シミュレーションの結果につ
いて考察した内容を検討して改
善し、台風の進路を決める条件
を指摘する。

正答率 49.2 52.3 -3.1

無解答率 8.2 7.9 +0.3

【出題の趣旨】
コンピュータを使ったシミュレー

ションで台風の進路や風向を科学的に
探究する場面において、日本の天気の
特徴に関する知識と観測方法や記録の
仕方に関する知識・技能、条件制御の
知識・技能を活用することができる。
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「平成30年度＜中学校＞全国学力・学習状況調査の結果を踏まえた授業アイディア例」（国立教育政策研究所教育課程研究センター）より
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